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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、22歳のワシントン州シアトル市出身のアンジェリーナといい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。オーストリアのウィーン生まれで、その後はローマ、ニューヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーク、オハイオ州を転々とし、結局ワシントン州に落ち着きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私の家族はもともとロシア人なので、ロシア語とドイツ語が少し話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　せます。ワシントン州は、とても好きなところです。川と湖と海、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　れから山がいっぱいあり、愛媛県と似ているところが多いです。
　愛媛県に来てから１年ぐらい経ちますが、とても気に入っています。皆とても親切で思いやりのある人ばか
りです。毎日、道端で出会う人と話します。日本語はとても下手ですが、新しい人に出会うのは好きで、私は
人懐こい性格だと思っています。
　20歳の時にワシントン大学を卒業し、その後、弁護士のアシスタントとして働きました。私の夫の名前はブ
レットです。彼はずっと前から日本が大好きで、去年二人で一緒に日本に来ました。毎日ますます日本が好き
になっています。ブレットは大学で日本のことを勉強したので、日本語が話せます。私もできるだけ日本語を
勉強していますが、仕事が多いので勉強する時間が少ないです。
　あと２年間日本で生活をしてから、大学院のためにシアトルへ戻ろうと思っています。インフラ管理かＩＴ
を研究したいと考えています。パソコンやテクノロジーが大好きですが、まだまだ勉強が足りません。私の夢
は、アメリカや他の英語圏の国の人に楽しんでもらうため、日本かロシアの映画を英語に訳すことです。
　日本にいる間にタイ、カンボジア、ラオスや中国に行ってみたいです。旅行が大好きで、アメリカの50州は
ほとんど行ったし、カナダの多くの場所も、メキシコにも行きました。その中でも、日本は最も好きな場所の
一つです。    　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞
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